
パコパンパ科研「権力の生成と変容から見たアンデス文明史の再構築」 
2011年度 第 1回 研究会プログラム 

 
日 時：2011年 12月 27日（火）～28日（水） 
 
場所：国立民族学博物館 第 6セミナー室（２階） 
 
2011年 12月 27日（火） 
13:30～13:45 「2011年度調査概要」                  関 雄二 
13:45～14:25 「カハマルカのワリ文化」                 渡部森哉 
14:25～14:35  質疑応答 
14:35～15:15 「先スペイン期ペルー北部高地におけるラクダ科飼養」    清家大樹 
15:15～15:25  質疑応答 
15:25～15:45  休憩 
15:45～16:25 「パコパンパ遺跡出土動物骨の分析所見」          鵜澤和宏 
16:25～16:35  質疑応答 
16:35～17:15 「ペルー北部におけるインガタンボ遺跡の位置づけ～2011年発掘調査報告～」 

山本 睦 
17:15～17:25  質疑応答 
 
 
 
2011年 12月 28日（水） 
10:00～10:40 「パコパンパ遺跡における文化期の変遷に伴う人と動物の食性変化の調査」 

米田 穣・瀧上 舞 
10:40～10:50  質疑応答 
10:50～11:30 「パコパンパ遺跡出土土器の型式分類」            中川 渚 
11:30～11:40  質疑応答 
11:40～12:20 「パコパンパ遺跡出土骨角製品分析概報－儀礼と工芸品製作－」 荒田 恵 
12:20～12:30  質疑応答 
 


